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運転開始に向けた作業の進展
プラズマの熱を受ける壁の仕上げ作業

JT-60SAのX ITER JapanのX

（国）量子科学技術研究開発機構（QST）

日本製ジャイロトロン
ITERサイトにてコンディショニングが進捗

詳しくは

詳しくは

ITER機構と協力して、多極に先駆け日本製ジャイロトロンの調整運転を開始し、
No.15で紹介した周波数170GHzの発振を確認後、

コンディショニングを進め、約１MW（定格１MW）の出力確認 (2026年 9月）

The image shows a QR code with a black background, which is a two-dimensional barcode that can be scanned to provide information or direct to a
webpage.

AI 

生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

JT-60SAの真空容器内でプラズマに面する壁に約10000枚の
炭素タイルを取り付ける作業が進捗中

金属壁の上に
タイルを貼る

タイル
金属壁

https://x.com/iterjapan
https://x.com/NakaQst
https://www.qst.go.jp/site/jt60/progress.html
https://www.fusion.qst.go.jp/ITER/jada/page2_6_3.html
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